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菅 野 正 道60
技術の進歩に伴ってデータ量が膨大になる問題についても議論しなくてはなら
ない。撮影データをメンテナンスのために数年置きに確認したり媒体変換する
作業量は膨大なものである。しかし、下手をすれば、いや、下手をしなくても
一瞬で大量のデータが失われる可能性を秘めているデジタルデータを将来に残
すには、常にデータのメインテナンス作業が欠かすことができない。デジタル
データにはこうした問題点があるということはしっかりと認識する必要がある
だろう。
　平川報告で、いずれこの仕事は、歴史資料を千年先に遺すという話があった。
考えてみると、私たちが歩んでいる歩みは、そのうちのまだ 10 年にも満たな
いのであり、その意味で、この試みはまだ 1 パーセントにしか過ぎない。だか
らこそ、こうした活動を進めていくために、長期的な視野を持つことが必要で
あると考えている。
